
    

  

1/1 

    令和 4年 8月 24日 

   福生市 定例記者会見資料  資料 3-6       

▲広報プラストップページ 

 

～広報ふっさが約 100言語とやさしい日本語などに対応～ 

広報ふっさ専用ウェブサイト「広報プラス」を公開しました！ 

 
                              
■市政情報を凝縮した広報紙の多言語化で 

多文化共生へのさらなる一歩を 

ふっさ・はむら多文化共生事業協議会は、東京 26 市の中でも外国人比率が高く、市境を

接している福生市と羽村市が、域内に住む外国人と日本人の共生に関する課題解決に向けた

事業を検討・実施する目的で設置した協議会です。 

福生市には、約 60 の国と地域の方が 3,400 人ほど住んでおり、市政情報をさまざまな言

語で発信することが課題でした。 

本協議会では、令和 3年度には市ホームページにやさしい日本語の翻訳機能を追加しまし

た。そしてこの度、令和 4年度の新たな取り組みとして、広報ふっさ専用ウェブサイト「広

報プラス」を公開することとなりました。 

 
■多言語対応の「広報プラス」で外国人も気軽に市政情報へアクセス！ 

「広報プラス」は、広報ふっさの各記事をテキスト

データ化することで、約 100言語に翻訳できます。 

また、やさしい日本語への表記変換や日本語音声

読み上げ機能にも対応しており、さまざまな国と地

域の言語で市政情報を発信することができます。 

     
【問合せ】ふっさ・はむら多文化共生事業協議会事務局（福生市協働推進課）☎042-551-1590 

▼広報プラスの機能 

・約 100言語への翻訳 

・やさしい日本語表記変換、 

ひらがな表記追加 

・日本語音声読み上げ機能 

・広報ふっさバックナンバー、市公式 YouTube 

動画、Twitterタイムラインの掲載 

 ふっさ・はむら多文化共生事業協議会では、多文化共生の推進のため、広報ふっさの記事

を多言語で翻訳できる専用ウェブサイト「広報プラス」を 8月 22日から公開しました。 

「広報プラス」は、約 100言語への翻訳のほか、やさしい日本語への表記変換などの機能

にも対応しており、モバイル端末やパソコンで、さまざまな国籍の方が広報紙の情報を取得

しやすくなります。本サイトは専用の外部サイトとなっており、市ホームページやふっさ情

報アプリ「ふくナビ」などからリンクしてご利用いただくことができます。 


